
平成28年度 第４回美術館セミナー

１ 日時
平成29年１月 21日（土） 10： 30～ 15： 30

２ 場所
茨城県近代美術館 講座室

３ 参加者
県内の幼稚園，小学校，中学校，高等学校の
教員（33名）

４ 講師
村上 史明 氏 （筑波大学助教／芸術家）
小野 養豚ん 氏（筑波大学助教／美術家）
※筑波大学生 7名（スタッフとして参加）

５ 活動内容
10： 00～ 10： 30

受付（講座室前）
10： 30～ 12： 00

レクチャー（講座室）
「変身アート !?身体をつくろう !」
－現役教員による

アウトリーチ事例報告－
12： 00～ 13： 30

昼食・展覧会自由鑑賞
13： 30～ 15： 30

ワークショップ（講座室）
「特殊メイク＆撮影の紹介，制作」
アンケート記入

【レクチャー】※一般の参加者も含む。（64名）

（１）特殊メイクについて
茨城県立牛久栄進高等学校アウトリーチ実施報告

小 野 養 豚 ん 氏 か ら
特 殊 メ イ ク の 方 法 ，
仕 上 が る ま で の 様 子
を 例 を 挙 げ て お 話 し
い た だ き ま し た 。 夏
に 行 わ れ た ア ウ ト リ
ー チ 事 業 ， 茨 城 県 立
牛 久 栄 進 高 等 学 校 で
の 授 業 の 様 子 に つ い
て も 触 れ ， 特 殊 メ イ
ク に 対 す る 生 徒 達 の
意 気 込 み と 作 品 の 仕
上 が り 具 合 の 良 さ に
つ い て 話 し て く だ さ
いました。

（２）撮影のコツ･学校でもできる撮影方法

村上史明氏からは，
撮影に必要な物 ･機材
に つ い て 詳 し く 説 明
い た だ き ま し た 。 自
然 光 や 電 気 の 光 の 違
い ， 室 内 で も 自 然 光
の よ う に 見 え る 撮 影
の 仕 方 を 実 演 し て く
だ さ い ま し た 。 撮 影
後 ， す ぐ に Ｐ Ｃ か ら
プ ロ ジ ェ ク タ ー に 映
し 出 さ れ る の で 光 の
違 い が 分 か り や す く
感じました。



親子参加も何組か見られまし。茨城県立牛久栄
進高等学校のグループ発表の写真が回覧されたの
で，一人一人がじっくり見ることができ，参加者
は誰もが興味深く見ていました。

【ワークショップ】

（１）特殊メイクを行うにあたって，ストーリーと特殊メイクの手順の説明

〈ストーリー〉
宇宙生命体のカニが茨城県近代美術館に降りてきました。カニビームで便

利な現代を奪おうとして，人類を襲います。

講 師 が 大 ま か な ス
ト ー リ ー を 設 定 。 当
館 ホ ー ル で マ ネ キ ン
チ ャ レ ン ジ を 行 う こ
とを伝えました。

※マネキンチャレンジとは，

その場にいる全員が一斉

にマネキン人形のように

静止し、その様子を動画

で撮影する方法。

（２）特殊メイクを行う。

５パターン用意。
・ビームで老けてしまった人

・ビームでけがをした人

・ゾンビになってカニを襲う人

・カニと戦うキャッツ

・宇宙生命体になって戦う人

筑波大学学生が各グループに
つき，丁寧に対応してくれま
した。そのため，誰もがスム
ーズに特殊メイクを行うこと
ができました。

（３）撮影場所に移動，ポージング･撮影〈マネキンチャレンジ〉
近くにいる参加者

と共にポージングを
考え，３分間，静止。
それを２回繰り返し
ました。マネキンチ
ャレンジとしてどう
写っているのか，静
止がつらい，特殊メ
イクをしてホールに
出て一般の人に見ら
れるのが面白い等，
楽しんでもらえたよ



（４）移動，メイク落とし うです。

（５）動画上映会

村上氏がその場で編集し，参加者全員で鑑賞しました。劇場仕立てになっ
ており，当館のホールにいるお客様（セミナー参加者）がカニビームを受け，
怪我をしたり，ゾンビやキャッツ等に変身して戦っている様子がリアルに映
し出されていました。 YouTube 限定公開／ URL 配付（セミナー参加者のみ）

参加者のうち，学校関係者からは，「楽しかった」「貴重な体験ができてよかった」
「中学校で実践するのは道具の関係上，厳しい」「材料についてのリストや値段が知
りたい」等の意見をいただきました。今後のセミナー設定の参考にしたいと思います。


